
 

令和６年 

沖縄全戦没者追悼式 
 

 
 

第 34 回「児童・生徒の平和メッセージ」図画部門 小学校（高）の部 最優秀賞 

那覇市立天久小学校５年 知念 由依「平和をいのって」 

 

                     

日   時：令和６年６月 23 日（日）午前 11 時 50 分～午後 0時 40 分 

場   所：平和祈念公園（糸満市摩文仁） 

 

 

沖 縄 県   沖 縄 県 議 会 



 

 

 

 令和６年沖縄全戦没者追悼式次第 

 

 

１ 開式の辞             沖縄県副知事 

 

 

２ 式辞                 沖縄県議会議長 

 

 

３ 黙とう 

 

 

４ 追悼のことば         沖縄県遺族連合会会長 

   

 

５ 献花 

   

 

６ 平和宣言             沖縄県知事 

 

 

７ 「平和の詩」朗読 

 

 

８ 来賓あいさつ         内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長 

                 

 

９  閉式の辞             沖縄県副知事 

 

 

◆ 

 

 

１ 総合司会             ＮＨＫ沖縄放送局アナウンサー 

 

 

２ 手話通訳             沖縄県身体障害者福祉協会登録手話通訳 



式 辞 

 

  本日ここに、岸田文雄内閣総理大臣をはじめ、衆参両院議長、御来賓の御

臨席と、御遺族の御列席を賜り、全ての犠牲者の御霊に対し、謹んで哀悼の

誠を捧げますとともに、御遺族の皆様に心から哀惜の意を表します。 

 

ここ沖縄の地では、恐ろしく凄惨な地上戦において、20 万余りもの人々が

命を落としました。 

 

想像してください。兵士や住民の区別なく無差別に浴びせられる空襲や艦

砲射撃、近くで炸裂する爆音が耳をつんざき、昼夜を問わずどこに居ても止

まない鉄の暴風が、人々を恐怖と悲しみに染めて死地に追い立てる様を。 

 

想像してください。愛する家族が、隣人が、あなたの掛け替えのない人が

血を流し、裸足で逃げ惑う姿を。 

 

想像してください。個々には何の怨恨もなき彼我の若者たちの尊い生命が、

国家間の戦争により奪われざるを得なかったことを。 

 

戦争は、かくも悲惨なものだと、体験者は繰り返し語ります。 

 

この悲しみを繰り返すことなく、人類が永遠の平和こそを目標にして努力

する。このほかに御霊に報いる道はないものと信じます。 

 

戦後 79 年が経つ今、私たちが生きる世界は分断され、国際秩序は大きな挑

戦を受けています。国際情勢が大きく変わる中、私たち沖縄県民も歴史の転

換点にあります。戦争により破壊し尽くされた街、血を流し嘆く人々の姿に、

私たちは、否応なく一般住民が巻き込まれる戦争の恐ろしさを垣間見ます。 

 

沖縄に生きる私たちは、時が流れるほど、戦禍の苦しみが忘れられない苦



しみとなることを知っています。人間の尊厳を守り抜くことの重要さは、沖

縄の土地の記憶に深く刻まれています。この記憶を、どう受け継ぎ、より良

い未来を創るためにどう活かすべきか。私たち沖縄県民にも世界中の人々に

も問われています。 

 

今だからこそ、世界が分断や対立を乗り越えて、協調に向かうよう、沖縄

から伝えるべきことがあります。 

 

今日、沖縄には、世界各国から多くの人が訪れ、観光立国日本の先陣を切

っています。彼らは沖縄の魅力は癒しだと言います。 

 

真の癒しは、互いに関心を持ち、相手を受け入れなければ、実感できませ

ん。意見や立場の違いを乗り越え、癒しの輪を広げる努力こそが、世界平和

の礎になると、この土地に眠る御霊は教えているのではないでしょうか。さ

すれば、私たちは、目を開き、多様性を認め、包摂性をもって、現実に立ち

向かっていかなければなりません。この土地に生きる私たち沖縄県民にとり、

これこそが平和の道であると確信します。 

 

結びに、本日、心ならずもこの式典に参列できなかった皆様の平和への想

いと共に、戦争のない世界的な恒久平和の確立に力の限り尽くすことを、こ

こに固くお誓い申し上げ、式辞といたします。 

 

 令和６年６月２３日 

  沖縄県議会議長 赤嶺 昇 

                                      



平 和 宣 言

あの忌まわしい悲惨な戦争が、かつて、この美しい島で繰り広げられま

した。

鉄の暴風といわれるおびただしい数の砲弾による空襲や艦砲射撃により、

私たちの島は、戦火に焼き尽くされ、多くの尊い命が失われました。

私たちは、あの悲惨な体験から戦争の愚かさ、命の尊さ、平和の大切さ

という教訓を学びました。

あの戦争から79年の月日が経った今日、私たちの祖 先は、今の沖縄を、
うやふぁーふじ

そして世界を、どのように見つめているのでしょうか。

広大な米軍基地の存在、米軍人等による事件・事故、米軍基地から派生

する環境問題など過重な基地負担が、今なお、この沖縄では続いています。

加えて、いわゆる、安保３文書により、自衛隊の急激な配備拡張が進め

られており、悲惨な沖縄戦の記憶と相まって、私たち沖縄県民は、強い不

安を抱いています。

今の沖縄の現状は、無念の思いを残して犠牲になられた御霊を慰めるこ

とになっているのでしょうか。

かつて、沖縄の本土復帰にあたり、日本政府は、「沖縄を平和の島とし、

わが国とアジア大陸、東南アジア、さらにひろく太平洋圏諸国との経済的、

文化的交流の新たな舞台とすることこそ、この地に尊い生命を捧げられた

多くの方々の霊を慰める道であり、沖縄の祖国復帰を祝うわれわれ国民の

誓いでなければならない。」との声明を出しました。

この声明を想い起こし、沖縄県民が願う、平和の島の実現のため、在沖

米軍基地の整理・縮小、普天間飛行場の一日も早い危険性の除去、辺野古

新基地建設の断念など、基地問題の早期解決を図るべきです。



世界に目を向けると、今なお、争いは絶えることなく、ロシアによるウ

クライナ侵攻、イスラエル・パレスチナ情勢など、戦争という過ちを繰り

返し続けています。

東アジアでは、米中対立や中国の軍事力の強化、台湾や朝鮮半島を巡る

問題など、自国の軍事増強により、抑止力の強化がかえって地域の緊張を

高めている一方、経済面での緊密な結びつきが併存するなど、安全保障環

境が複雑化しています。

世界の平和と安定に向けて、各国・各地域に求められているのは、それ

ぞれの価値観の違いを認め合い、多様性を受け入れる包摂性と寛容性に基

づく平和的外交・対話などのプロセスを通した問題解決です。

私たち沖縄県民は、万国津梁の精神で、近隣諸国との交流により、信頼

関係を築いてきた歴史があり、また、「命どぅ宝」「ユイマール」「チムグク

ル」など多様な価値観の受容、相互扶助といった精神文化を継承していま

す。

「新たな建議書」「平和の礎」「沖縄平和賞」は、人類普遍の価値である

平和を願う「沖縄のこころ」の表れであり、世界の恒久平和は、沖縄県民

の切なる願いです。

私は、沖縄が国際平和創造拠点となり、万国津梁の精神をもって、「沖縄

のこころ」を国内外に発信し、世界の平和構築や相互発展、国際的課題の

解決に向け地域外交を展開していくことが、地域の緊張緩和と信頼醸成に

貢献し、世界の恒久平和に繋がっていくものと確信しています。

国連ピース・メッセンジャーであり、自然保護や人道問題へ取り組む世

界的な環境活動家でもあるジェーン・グドールさんは、「私たちの行動は、



毎日必ず何かしらの影響を世界に与えています。どんな行動を取るかが

“違い”を生み、どのような“違い”を生み出したいのかを決めなければ

なりません。」と語っています。

一人ひとりの思いや行動は、たとえ微力でも、確実に世の中を変えてい

く力があると、勇気を与えてくれる言葉です。

今こそ、私たち一人ひとりに求められるのは、不条理な現状を諦めるの

ではなく、微力でも声をあげ、立ち上がる勇気、そして、行動することで

す。

先人から受け継いだ精神文化をもって、他者を尊敬し、思いやり溢れる

社会を造り上げ、核兵器の廃絶、戦争の放棄、恒久平和の確立に向けて、

共に絶え間ない努力を続けてまいりましょう。

わったー元祖んかい 誇 ないる沖縄あらんとーないびらん。
ぐゎんす ちむふくい うちなー

わったーや近 隣ぬ諸国とぅ交 流っしちゃるたみ、信頼関係ぬ仲までぃ
けーとぅない くにぐに とぅぃふぃれー ど ぅ し び れ ー なか

積み上ぎてぃちゃる歴史ぬあいびーん。
ち あ で ー

わったーや平 和大切にする精神ぬあいびーん。
ゆがふーゆーてーしち た ま し

わったーや価値観ぬ違げーぬあてぃん互に容認合ぬないる精神文化ぬ
ありましくりまし ち たげー ち む あーし ち む だ ま し

継承さっとーいびーん。
ふぃちちじ

沖縄県が世界ぬ恒久平和ぬ架橋ないるぐとぅ一緒っし目標んかい向かて
わつたーしま し け ー ながゆがふーゆー はしわたし まじゆん みやてぃ ん

ぃいちゃびらな。



本日、慰霊の日に当たり、犠牲になられた全ての御霊に心から哀悼の誠

を捧げるとともに、戦争に繫がる一切の行為を否定し、人間の尊厳を重く

見る「人間の安全保障」を含めた、より高次の平和を願い続け、この島が

世界の恒久平和に貢献する国際平和創造拠点となるよう、全身全霊で取り

組んでいくことをここに宣言します。

令和 ６ 年（2024年）６ 月 23 日

沖縄県知事 玉城 デニー

＜ しまくとぅば・英語翻訳 エッセンス ＞

私たちの祖先に対して誇れる沖縄でありたい。

私たちは近隣諸国との交流により信頼関係を築いてきた歴史があります。

私たちは平和を大切にする心があります。

私たちは価値観の違いを認め合う精神文化を継承しています。

沖縄県が世界の恒久平和の架け橋となるよう、ともに目指してまいりましょう。
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第 3４回「児童・生徒の平和メッセージ」作文部門 中学校の部 最優秀賞 

雲一つない青空の下で 

沖縄県立開邦中学校 3 年 

島袋 莉安 

 

 雲一つない青空。湿気を含んだ南風が私の頬を撫でる。ああ、今年も夏が来た。私は、

平和祈念公園を訪れて、平和への思いを馳せた。今年で沖縄戦終結から 79 年。この地で

あった出来事を考える。 

「平和」 

平和という言葉を耳にする時、真っ先にこの言葉の真の意味を考える。平和。それは、

安心して暮らせることだろうか？それとも、家族と共に過ごせること？また、やりたい勉

強ができること？友達と遊べることなのだろうか？広辞苑には、 

「戦争や紛争がなく、世の中が穏やかな状態にあること。」 

とある。今、私達ができている全てのことは、この「平和」の上に成り立っているものだ

と思う。この平和が失われた時、私達は今、あたり前にできていることを失ってしまうだ

ろう。あたり前だと思っていたことは、あたり前ではなかったとそのとき気付くのだろ

う。しかし、そうはなりたくない。手遅れになる前に気付くにはどうすればよいか。その

ために私は平和について真剣に「学ぶ」ことが今こそ必要だと思う。 

「あなた達は、戦争体験者から直接お話を聞ける最後の世代です。学んだことを、あな

た達が次の世代へと伝えて下さい。」 

平和学習があると先生方が必ず言う言葉だ。私達は戦争体験者の方から直接学ぶことがで

きる最後の世代だからだ。私達が次の世代へ伝えていかねば次の世代は学ぶことができな

くなってしまう。だから今の私達が戦争と平和について学ぶことは、これからの未来にと

ってもとても大切で必要なことなのだと思う。 

昨年、私は豊見城市の青少年国際交流事業でハワイに行き、その際に、パールハーバー

を訪れた。これまでパールハーバーのことを日本側の立場として学んできた私にとって、

アメリカ側の立場に立って、実際の展示物や資料などを見ることで、ハワイでの真珠湾攻

撃の恐ろしさをより感じ、どちらの立場に立っても忘れてはならない出来事であることを

その場で強く実感した。これは、私が小学校、中学校の平和学習でひめゆりの塔やガマで

感じた気持ちと同じであった。 

私達は、幼い頃から沖縄戦のことを平和学習などで学ぶため、これからも決して忘れて

はならない出来事であると強く感じている。しかし、今まで相手国の立場になって戦争に

ついて考える機会はあまりなかった。相手の国にも日本、沖縄と同じように風化させては

ならない出来事がもちろんあるのだ。それに気付くには相手の立場に立って歴史を見る必

要があると感じた。互いの国が、自国の立場だけではなく相手国の立場に立って歴史をふ



り返ることで、互いに戦争、そして平和への理解が深まり、平和への思いが強くなるので

はないだろうか。また相手の立場に立って物事を見て考えることができるようになってこ

そ、これからすべきことに気付くのではないだろうか。そうすることで、世界はさらに平

和へ向かい、新たな争いがなくなってゆくよう努力をしていく人が増えるのではないだろ

うか。 

ハワイへ行った際に、私はパンチボウルも訪れた。パンチボウルは、第一次、第二次世

界大戦やベトナム戦争で戦没した 4 万人以上の兵士が眠る国立戦没者墓地だ。平和の礎を

つくることに関わった私の祖父によると、平和の礎はパンチボウルを参考につくられたそ

うだ。平和の礎にはパンチボウルとは異なった点がある。平和の礎は、軍人、民間人、国

籍の区別なく、沖縄戦などで亡くなられた全ての人々の氏名が刻まれている。私は、平和

の礎は、相手の立場に立ったからこそ、敵、味方関係なく平等に氏名が刻まれ、全ての人

に平和を願っている記念碑になったのだと思う。 

戦争について学ぶことは、時に怖くなってしまうことがある。目を逸らしてしまいたく

なるような恐ろしい出来事もある。だが、それを学ばないと過去の出来事を知らないまま

に成長してしまうだろう。知らないまま無知でいることはさらに恐ろしいことを引き起こ

すことになると私は思う。過去の戦争という出来事についてまずは自ら学びたい。学ぶこ

とで、「戦争は二度と起こしてはならないことだ。」と皆が思える未来を作りたい。そし

て、様々な見方で学ぶことで決して過去として風化させてはならない出来事を自分が知

り、広げ伝えていくことができるだろう。 

今、戦争体験者から話を直接聞ける私達は、自ら進んで聞き尋ね、学んでいくことが義

務なのではないだろうか。そして学んだことを、後世の人達にも伝えていくことがもう一

つの課せられた義務ではないだろうか。私達がこの義務を果たすことで、さらに平和な世

界へとつながり、今あるあたり前があたり前のまま次の世代へつながっていくことを望

む。 

平和の礎から、世界に向けて平和の波が広がることを願い、私は平和への想いを過去か

ら未来へと馳せて、雲一つない青空を見上げた。 

 


